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〔
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動
内
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〕

　

本
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
を

使
っ
た
活
動
を
行
っ
た
。
井
上
靖
「
雷
雨
」、
水
上
滝
太
郎
「
遺
産
」、
安

部
公
房
「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」、
江
戸
川
乱
歩
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」、
太

宰
治
「
き
り
ぎ
り
す
」、ケ
ン
・
リ
ュ
ウ
「
紙
の
動
物
園
」
と
い
っ
た
時
代
・

文
化
・
国
籍
を
問
わ
ず
様
々
な
作
家
の
作
品
を
扱
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

又
、
今
年
度
も
小
規
模
な
が
ら
会
誌
『stray seep

』
を
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
資
料
掲
載
枠
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
読
む
立
場
だ

け
で
な
く
、
創
る
こ
と
も
経
験
す
る
こ
と
で
よ
り
深
く
作
品
を
理
解
し
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
参
加
し
創
作
活
動

の
発
表
の
場
に
し
た
い
。

　

月
に
一
回
の
読
書
会
を
活
動
の
中
心
と
す
る
本
課
外
ゼ
ミ
に
お
い
て
オ

ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
日
程
の
調
整
や
時
間
の
調
整
な
ど
多
く
の

点
で
都
合
が
良
く
運
営
に
お
い
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
努

力
目
標
と
し
て
、
こ
の
二
年
間
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
快
適
に

活
動
・
運
営
を
行
い
つ
つ
、
学
生
の
交
流
の
場
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
実

際
に
会
う
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

文
学
散
歩
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ー
ク
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ち
か
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山

顧
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・
指
導
者　

近
衞
典
子

人
員
十
二
名　

報
告
者　

小
梛
優
梨

〔
活
動
内
容
〕

　

文
学
散
歩
サ
ー
ク
ル
か
ち
か
ち
山
で
は
、
文
学
ゆ
か
り
の
地
や
寺
社
、

史
跡
、
博
物
館
な
ど
へ
赴
き
、
文
学
や
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き

か
っ
た
が
、
十
月
末
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
、
本
サ
ー

ク
ル
の
紹
介
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
十
一
月
に
は
新
二
年
生
を
迎

え
、少
人
数
な
が
ら
等
々
力
渓
谷
・
三
軒
茶
屋
の
目
青
不
動
・
松
陰
神
社
・

世
田
谷
城
址
・
豪
徳
寺
・
世
田
谷
代
官
屋
敷
と
、
大
学
周
辺
を
巡
る
散
歩

を
実
施
し
た
。
今
回
は
豪
徳
寺
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
旧
尾
崎
幸
雄
邸
も
、
外

観
だ
け
で
は
あ
る
が
、
特
別
に
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
候
に
恵
ま

れ
、
心
地
よ
い
小
旅
行
と
な
っ
た
。

　

来
年
度
は
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
た

上
で
、
よ
り
多
く
の
散
歩
を
実
施
し
た
い
。
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日
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語
史
研
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報
告

顧
問
・
指
導
者　

土
井
光
祐

人
員
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名　

報
告
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高
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清
太
郎

〔
活
動
内
容
〕

　

本
年
度
も
、
活
動
の
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
し
、
会
員
相
互
の
日
本
語

史
の
知
見
を
深
め
た
。

　

主
要
な
行
事
と
し
て
は
、
卒
業
論
文
・
就
職
活
動
・
大
学
生
活
な
ど
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

教
場
に
集
ま
っ
て
日
本
語
史
資
料
を
輪
読
す
る
活
動
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
た
め
大
学
に
出
向
く
必
要
が
な
く

な
り
、
時
間
的
制
約
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

在
学
生
も
参
加
し
や
す
く
な
り
、
遠
方
在
住
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
参

加
も
可
能
と
な
っ
た
。
在
学
生
に
と
っ
て
は
今
後
の
見
通
し
を
立
て
る
た

め
の
情
報
が
得
に
く
い
中
で
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

来
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
可
能

で
あ
れ
ば
教
場
に
集
ま
り
、
対
面
で
行
う
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
。

中
世
文
学
研
究
会

顧
問
・
指
導
者　

櫻
井
陽
子
（
今
年
度
は
田
中
徳
定
）

人
員
五
名　

報
告
者　

村
越
す
み
れ

〔
活
動
内
容
〕

　

中
世
文
学
研
究
会
で
は
、『
平
家
物
語
』
を
中
心
と
し
て
、
中
世
の
軍

記
物
語
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
過
去

の
活
動
で
は
、『
平
家
物
語
』
か
ら
興
味
の
あ
る
章
段
に
つ
い
て
発
表
し
、

複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
比
較
や
、
同
時
代
の
史
料
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

参
加
者
全
員
で
討
論
を
行
っ
た
。

　

本
年
度
の
前
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
実
際
に
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度
に
向
け
て
、
十
分
な
感
染
症
対
策

を
と
り
な
が
ら
、
対
面
で
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

研
究
会
の
活
動
を
広
く
紹
介
し
、
本
研
究
会
が
学
部
・
学
科
に
関
係
な
く

中
世
文
学
に
触
れ
ら
れ
る
場
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。


